


印刷サンプルおよび一回分包装用のカスタム平型マイラーパウチ
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Details
 

カスタム平型マイラーパウチは、平らな形状にカスタム印刷とヒートシール封止を組み合わせたものです。サンプルパック、一回分包装、自立陳列が不要な箱入り製品に適しています。発注
前に有効寸法、ラミネート、版下、充填条件を指定してください。容量、バリア性能、製品適合性にはサンプル検証が必要です。

製品： カスタム印刷フラット型ヒートシールMylarパウチ
カテゴリー： カスタムプラスチックバッグ > カスタムMylarパウチ

平型包装は製品のどこに適していますか？ ↑
ティーサンプラー、スパイス試用パック、サブスクリプションボックス用インサートでは、不必要な自立底を加えずに製品を明確に伝える包装が必要です。顧客が別の包装の中で製品を受け
取る場合や、内容物を一回分として使用する場合、平型パウチは検討すべき形態です。

まず、包装をどのように販売・取り扱うかを考えます。保護カートン内で輸送されるパウチと小売ディスプレイに吊り下げられるパウチでは、必要条件が異なります。粉末には清潔な充填・
シール区域が必要で、割れやすいスナックには圧壊からの保護も必要です。同じ印刷外観でも、これらの用途を相互に代替可能にはできません。



サンプルおよび試用パック： 開封部、有効内容空間、必須製品情報のための余地を評価します。
一回分包装： 単純なヒートシールで不要な再封機能を避けられるか検討します。
箱入りまたはDTC製品： 充填済みパウチを輸送カートンおよび保護材と併せて評価します。
小売用吊り下げ陳列： 提案する吊り下げ機能を、封止済み内容空間と開封経路に照らして確認します。

高価な失敗は、製品が収まることを確認する前に魅力的なデザインを承認することです。シール代によって有効空間が減り、小さな文字は読みにくくなり、シール区域に粉末が残ると封止性
能を損なうことがあります。印刷後にこれらの問題を発見すると、包装廃棄と発売遅延につながります。

実用的な解決策は、用途を定め、物理的な適合を試験し、文書化された材料構成を選び、その後に版下をリリースするという段階的な承認です。これにより外観と性能を分け、各購買判断に
明確な受入ポイントを設けられます。

仕様、サンプリング、購買判断を確認する

平型包装は製品のどこに適していますか？
平型ヒートシール・マイラーパウチとは何ですか？
有効サイズと読みやすい版下はどう設定しますか？
仕様にはどの材料・封止詳細を含めるべきですか？
版下と適合文書はどのように確認すべきですか？
サンプル承認から生産へどう進めますか？
品質受入では実際に何を測定すべきですか？
どの包装・購買ルートが注文に適していますか？
納品を保護し、再発注を簡素化するには？
見積もりを依頼する前に何を覚えておくべきですか？
確認可能な仕様から始める

平型ヒートシール・マイラーパウチとは何ですか？ ↑
平型パウチには、自立させるための拡張する底マチがありません。3方シール構造は一般的な形式で、充填および最終封止用の開口部を残します。追加の面と自立底を持つ箱形の平底パウチ
とは異なります。

「マイラー」は包装説明で頻繁に使われますが、その名称だけでは完全なラミネート構成を特定できません。購買仕様では、製品名を酸素遮断性、防湿性、食品接触適性の証拠とせず、実際



の層を記載する必要があります。

このカテゴリーで検討されている構造には、PET/PE、PET/VMPET/PE、PET/AL/PEがあります。これらは異なる材料の組み合わせを表します。VMPETは金属蒸着
ポリエステル、ALはアルミニウム箔の層を指します。これらは技術レビューの候補であり、この製品について確定した材料オプションや試験済みの仕様ではありません。

同様に、平型という形態だけで賞味期限は決まりません。製品感受性、充填条件、シール完全性、取扱い、保管のすべてを考慮する必要があります。材料説明は検証の出発点であり、代替で
はありません。

有効サイズと読みやすい版下はどう設定しますか？ ↑
外寸の幅・高さは、有効な内側内容空間と分けて記録します。シール縁、最終封止部、追加の開封機能はいずれも空間を占有します。版下境界も別の測定基準です。フィルム上に物理的に収
まる内容でも、カット部やシール部に近すぎる場合があります。

写真や一般的なグラム数サイズ表でパウチを選ぶのではなく、充填済みサンプルを使用してください。 容量、許容荷重、収容可能な個数は、実際の製品寸法、充填状態、サンプル検証に依存
します。 同じ重量の製品でも、占める体積は大きく異なる場合があります。

仕様項目 記録内容 承認確認
外寸 幅 × 高さ（mm、必要に応じてインチも） 図面上の測定基準を確認する
有効内容空間 提案するシール部と封止部の内側に残る空間 実際の製品を充填する
充填余裕 最終シールを清潔に保つために必要な未充填空間 予定する充填作業を試験する
版下面積 断裁、塗り足し、セーフゾーン、機能位置 表面・裏面パネルを実寸で確認する
充填時の構成 製品の配置と、それにより生じるパウチ形状 梱包、開封、輸送時の適合を確認する

これは、混同しやすい三つの判断、すなわち適切な外寸の購入、十分な内部空間の確保、読みやすい印刷情報の維持を分けるものです。充填時の構成を確認するまで、この製品の容量または
荷重定格は確立されません。

裏面パネルにも表面と同じ注意を払ってください。原材料、使用方法、警告、バーコード領域は、シール部や開封機能をまたがずに読み取れる必要があります。すでに承認したデザインに合
わせて文字を圧縮する前に、利用可能な空間を確認してください。



仕様にはどの材料・封止詳細を含めるべきですか？ ↑
銀色の外観ではなく内容物に合わせてラミネートを選びます。蒸着フィルムと箔ラミネートは似て見えても、バリア特性が異なる場合があります。提案される層構成、該当する場合は各層情
報、パウチ片面の総ラミネート厚を求めてください。

厚さの単位を統一してください。 1 milは25.4 μmに相当します。 測定値が片面を指すのか、平らにした袋の両面を指すのかも明確にしてください。厚さは取扱いと材料選定の
参考になりますが、それだけで耐突刺性や保存期間を決めるものではありません。

候補構成 検討する理由 なお確認すべき事項
PET/PE 透明または基本的なラミネート方式 測定されたバリア性能が製品ニーズを満たすか
PET/VMPET/PE 蒸着バリア層方式 実際の透過試験結果と取扱い損傷への耐性
PET/AL/PE 不透明なアルミニウム箔バリア方式 ラミネート完全性、屈曲による損傷、シール適合性

これらは材料ファミリーであり、供給品の価格表や性能順位ではありません。最終選定には見積もり、裏付け文書、提案構成の試験が必要です。透明窓もバリア構成を変えるため、包装全体
の一部として評価すべきです。

一回分用途では、ジッパーが必要だと決めつけずヒートシールを評価してください。再開封が必要な場合は別途指定します。ジッパーは再封の利便性を提供しますが、未開封包装のシール完
全性の証拠として扱うべきではありません。切り欠きと吊り下げ穴も、封止済み内容空間に対する位置確認が必要です。

マット、グロスなどの表面処理は、見積もり時に協議する外観上の要望です。サンプルで色、可読性、擦れへの影響を確認してください。これらは本製品で確認済みの選択肢ではなく、表面
仕上げだけで食品接触適合性やバリア性能は決まりません。

版下と適合文書はどのように確認すべきですか？ ↑
印刷データは承認済みパウチ図面に基づいて作成します。表裏の向き、塗り足し、シール除外域、各開封機能の位置を確認してください。可能であれば適切なベクター版下を提供し、画面画
像を生産目標とするのではなく、校正前にブランド色の参照情報を特定してください。

デジタル校正は文言と配置の確認に役立ちます。色が重要な場合、提案基材上の物理的参照品の方が、より有用な承認根拠になります。合意した光源下で署名済みサンプルと比較する、また
は文書化された色差許容値を用いるなど、差異の判定方法を合意してください。



食品接触の確認は、実際の内容物と使用条件に適合させる必要があります。FDAは常温保管、熱間充填、再加熱などの食品種類と条件を区別しており、これらは互換的な用途ではありませ
ん。提案文書を該当する 食品種類および使用条件[1].

材料同定： 文書には提案ラミネートと該当する構成要素を記載する必要があります。
想定用途： 食品種類、接触温度、接触時間を対象範囲として確認します。
裏付け資料： 該当する場合は、関連する適合宣言および移行試験その他の試験文書を求めます。
版下管理： 承認済み版、色参照、パウチ図面を一緒に保管します。

品質マネジメント認証は、製品固有の食品接触証拠の代わりにはなりません。同様に、「食品グレード」という表示だけでは、インキ、接着剤、接触層の適合性は証明されません。提案パウ
チについて、認証または適合状況はここでは確認されていません。

乾燥製品包装の承認を、煮沸、レトルト処理、低温調理、電子レンジ用途へ拡張しないでください。これらの用途には別途評価された構成と裏付け資料が必要です。チャイルドレジスタント
包装が必要な場合も、ジッパーにその機能があると想定せず、提案構成全体を対象とする証拠を取得してください。

サンプル承認から生産へどう進めますか？ ↑
有用なサンプリング手順では、各段階で異なる問いに答えます。版下リリース前に物理的適合を確定し、生産包装を受け入れる前にシール適合性を確認すべきです。空の展示モックアップで
は、充填済み製品についてどちらの問いにも答えられません。

用途ブリーフを確定する。 製品形態、想定用途、仕向け市場、保管条件、必要な開封体験を記録します。1.
物理サンプルを確認する。 実際の製品を充填し、開封部、内容空間、封止余裕、外装梱包の適合を評価します。2.
提案ラミネートを試験する。 想定するシール設備を使い、適切な温度、時間、圧力条件を設定します。3.
外観を承認する。 図面、版下改訂版、基材、仕上げ、色参照を確認します。4.
受入基準を合意する。 確認項目、サンプリング、文書化、不合格結果への対応を定義します。5.
指定済み注文をリリースする。 生産承認は一般的なパウチ説明ではなく、署名済み仕様に紐付けます。6.

印刷方式は別個の商業判断です。デジタル印刷は短ロットや複数デザインに検討でき、版またはシリンダー方式の生産は安定した反復需要に適する場合があります。いずれの方式も見積もり
前に本製品で確認されるものではなく、選択した方式からラミネート性能を推定すべきではありません。

スケジュールは、デザイン承認、サンプル作成、生産、出荷の各段階に分けて検討してください。各段階を開始する条件と、修正によって納期が変わるかどうかを確認してください。
MOQ、生産期間、単位重量、価格は、製品ごとの見積もりまたは計測が必要です。この製品について確立された数値はありません。

https://www.fda.gov/food/packaging-food-contact-substances-fcs/food-types-conditions-use-food-contact-substances


品質受入では実際に何を測定すべきですか？ ↑
まず、誤った寸法、目視可能なラミネート剥離、損傷した縁、印刷ずれ、汚染、異常な内部臭といった観察可能な欠陥を確認します。外観検査は有用ですが、微小漏れがないことを証明した
り、測定済みバリア結果の代わりになったりはしません。

シール強度試験では、シール済み試験片を分離するために必要な力を測定します。結果を一貫して解釈できるよう、試験片幅、試験設定、破壊モードを記録してください。 ASTM F88
シール強度試験法[2] は測定方法であり、すべてのパウチに適用される万能の最低強度要件ではありません。

実際の用途に対する受入値を合意してください。剥離するシールと、フィルムが裂ける試料は異なる結果です。シール完全性も別途評価してください。強度測定だけでは漏れ経路が存在しな
いことを示せません。非多孔質ラミネートと充填済み包装構成に適した完全性試験法を選択します。

確認項目 要求する記録 解釈上の限界
シール強度 方法、試験片幅、力、破壊モード それ単独では漏れのない性能の証明にならない
酸素透過 OTR（cm³/（m²·24 h））、方法、試験条件 条件が一致しない報告書を比較しない
水蒸気透過 WVTR（g/（m²·24 h））、方法、試験条件 最終製品の賞味期限保証ではない
印刷およびラミネート完全性 合意した接着性、摩擦、層間剥離の確認 承認済み構成と仕上げを評価する
充填済み包装の取扱い 必要に応じた落下、圧縮、突刺し確認 代表的な内容物と輸送保護材を使用する

ASTM D3985およびASTM F1249は、それぞれOTRおよびWVTRの参照試験法です。試験所には、使用した方法、温度、湿度、関連するガス条件を明示させてくだ
さい。このパウチについて、測定済み透過値または試験合格は主張していません。

粉末では、代表的な充填後にシール区域を確認してください。油性または化学的に厳しい内容物では、適合性とラミネート完全性の評価を含めます。短期間の保管観察は初期問題の発見に役
立ちますが、適切な検証プログラムなしに、はるかに長い保存期間を確立することはできません。



どの包装・購買ルートが注文に適していますか？ ↑
単価を比較する前に、販売環境に対して包装形態を比較してください。平型パウチは高バリア材料を使っているだけで自立底を持つことはできません。逆に、自立形態だからといって酸素ま
たは水分に対する保護が強いとは限りません。

ルート 検討する最適な理由 解決すべきトレードオフ
カスタム印刷平型パウチ サンプル、一回分パック、箱入り製品 自立底がないため、充填時の適合と保護を確認する必要がある
スタンドアップパウチ 直立した小売陳列 異なる構造、設置面積、見積もり
平底パウチ 箱のような見せ方と追加パネル より複雑な成形および版下要件
ラベル付き既製パウチ カスタム印刷に確定する前の製品試験 形態の選択肢が限られ、追加のラベリング作業が必要

これは形態比較であり、どのルートが常に低コストであることを保証するものではありません。同等の寸法、ラミネート、数量、印刷範囲、納品条件を比較してください。既製パウチの適合
性も、ブランディングが印刷かラベルかではなく、文書化された材料仕様に依存します。

有用な商業比較では、パウチ価格を立上げ費、サンプリング、運賃、仕向地費用から分けます。合計注文量だけでなく、デザインごとの数量を記載してください。同じ寸法でも、複数バージョ
ンは生産経済性を変える場合があります。

欠陥、不足、誤った版下、輸送損傷をどのように処理するかを確認してください。書面による受入・救済条件は、仕様未定の構成に付いた低い見出し価格よりも見積もりを有意義にします。

納品を保護し、再発注を簡素化するには？ ↑
空パウチの梱包と充填済み製品の輸送を別々に確認してください。入荷する包装については、デザインとロットをどう識別・分別するかを定義します。受入時には、パウチを充填作業へ回す
前に数量と版下バージョンを照合してください。

出荷品では、実際の輸送梱包内でパウチを評価してください。軟包装フィルムは剛性のある圧壊バリアではありません。鋭利な粒子、密に詰めたカートン、繰り返しの曲げは、空パウチ検査
では見えない取扱いリスクを生むことがあります。

再発注記録には、承認済み図面、ラミネート仕様、厚さの測定基準、版下改訂版、色参照、封止詳細、受入結果を含めてください。保管サンプルとロット識別子は、生産変更と充填・流通上
の問題を区別するのに役立ちます。



再発注では、その承認済み構成を参照すべきです。製品処方、フィルム、仕上げ、封止、充填条件の変更は、同一再発注として扱わず、対象を絞った確認を行う契機にしてください。商業ス
ケジュールも再確認してください。以前の納期は継続的な約束ではありません。

見積もりを依頼する前に何を覚えておくべきですか？ ↑
販売環境に合わせて形態を選ぶ。 平型包装は自立底を必要としない用途に適しており、保護と陳列は別個の判断です。
外寸だけでなく、有効空間を承認する。 容量、荷重、個数は、実際の製品寸法、充填状態、サンプル検証に依存します。
文書化された構成を比較する。 価格を比較する前に、層構成、厚さ、透過試験条件、想定用途の文書を一致させてください。
確認されていない商取引条件は、未確定のままにしておいてください。 この製品について、MOQ、生産期間、単位重量、価格は確認されていません。
リサイクル可能性の主張には、適切な回収ルートの証拠が必要です。 — 16 CFR 260.12は、回収へのアクセスとリサイクルを妨げる構成要素を扱っています（出
典[3]）。個々の層がリサイクル可能というだけで、多層パウチを路上回収可能と表示しないでください。

単一材料の代替案が提案された場合は、バリア、シール、地域の回収体制を確認する必要がある別仕様として扱ってください。材料変更やリサイクル記号だけでは、本製品に対する同等の保
護や実際のリサイクル可能性は確立されません。

確認可能な仕様から始める ↑
適切なカスタム印刷平型ヒートシール・パウチは、内容物から始まり、承認済みで追跡可能な仕様で終わります。物理サンプリングで適合を確認し、文書化された材料で想定用途に対応し、
合意した試験で受入を定義します。その後の印刷は、必要条件がすでに明確になった包装を支えます。

製品詳細、希望寸法、デザインごとの数量、デザインデータ、納品先、希望納期を記載し、製品別の見積もりをご依頼ください。

[1]FDAの食品種類および使用条件：食品カテゴリと包装使用条件を区別する参照表です。想定用途の確認を支援するものであり、本製品の適合性主張ではありません。 ↩

[2]ASTM F88シール強度試験：軟包装シール試験に関するInstronの技術解説です。この方法を引用しても、本パウチの試験結果や受入閾値は確立されません。 ↩

[3]FTCのリサイクル可能性表示：Green Guidesは、根拠、回収の利用可能性、リサイクルを制限する構成要素を扱います。提案構成について、リサイクル可能性の主張は確立さ
れていません。 ↩

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.12
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.12
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